
 

 

 

 

 

 

 

窯焼成が終了しました。 

 ８月２３日（水）から３日間にわたり、令和５年度の窯焼成を実施しました。過去２年間の失

敗を踏まえ、今年は深夜から早朝の時間に地元の窯元さんにもご参加いただき、たくさんの指導

をいただきながら、火を燃やし続けました。開始時点では３列あった薪も、残り少なくなるま

で、生徒、教職員、保護者そして地域が心をひとつにして取り組みました。私も夜を中心に参加

しましたが、印象に残っているのは『還元』という作業です。一瞬にして窯の後方にある公民館

の壁がオレンジ色に明るくなったと思うと、煙突から炎が噴き出し、３ｍぐらいの高さまで火柱

が上がりました。過去には、この吹き出た炎を見た方が、火事と間違い通報され、消防車が来た

こともあるそうです。大変な３日間でしたが、私自身が達成感を感じることができました。あと

は、９月１日（金）の窯出しを待つのみです。楽しみでなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『御礼』 

 手厚いご指導をいただきました楽焼会の皆様、夜にお手伝いを 

いただいた PTA本部役員の皆様、たくさんの差し入れをいただ 

きました保護者の皆様。皆様のご支援のおかげで無事に３日間を 

終えることができました。ありがとうございました。教職員一同、 

改めて三川内地区の素晴らしさを感じているところです。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

夏休みの子どもたちの活躍 ９月の行事予定 

☆軟式野球部 

第５２回長崎県少年軟式野球選手権大会 第３位 

☆卓球部（２年 川中悠雅くん） 

 令和５年度城島杯中学学年別新人卓球大会 優勝 

☆長崎 KSC（１年 萩原太一くん・力武幹太くん所属） 

 第２３回全日本中学生男女ソフトボール大会 優勝 

 この夏の長崎県ソフトボール界の活躍は素晴らしかった 

ですね！日本一おめでとうございます！ 

１日 窯出し 

４日 役員任命式 

１２日～１４日  

   職場体験学習（２年） 

１３日～１５日 

   修学旅行（３年） 

２１日～２２日 

   野外宿泊学習（１年） 

学校だより         校訓「自主・誠実・健康」 

                                     NO.２１ 

                                     令和５年８月２９日（火） 

                   文責：校長 大田勝明 

「全員が毎日楽しく登下校できる学校を目指します」 

 

 



子どもたちが学校に帰ってきました。 

 残念ながら、体調不良等で全員が登校することはできませんでしたが、８４名全員が無事でい

ることは確認できて、何より嬉しく思っています。本日の始業式で２学期に努力してほしいこと

２点を子どもたちに伝えました。 

☆学習に対する意識を高めること  ☆進んで元気なあいさつに心がけること 

２学期も心ひとつにして頑張ってまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

２学期始業式 学年代表生徒 誓いの言葉（今回は３年生のみ掲載します） 

今日から２学期が始まります。今年の冬に受験を控えているわたしたち３年生にとって、とても大切

な２学期です。それと同時に修学旅行や合唱コンクールといった大きな行事もあります。 

 修学旅行では、「挨拶」や「返事」、「礼儀」など日常生活でやっていることを学校外でもできる

ようにします。そして、最高の思い出を作れるように真剣に学び、真剣に楽しみたいと思います。 

 修学旅行が終わると実力テストがあります。１学期の時点で、まだ受験モードへ入れていないよう

に感じます。授業中に寝ている人がいたり、わからない問題をそのままにしたりとまだまだ受験に対

しての取組が不十分です。高校は、合格したら３年間通い続けます。だから、一番行きたい高校を志

望して、それに向かって走り続けることが大切だと思います。そのためにも日々の学習を大切にして

いきたいと思います。でも、受験という壁は一人では乗り越えられません。みんなで支え合い、教え

合いながら誰一人取り残すことなく頑張っていきたいと思います。 

 また、合唱コンクールでは、体育大会に引き続き、学年の絆が試されると思います。私たちはアカ

ペラに挑戦します。みんなで心をひとつにすれば、難しいこともきっとやりきることができると思い

ます。３年生でしかできない最高の合唱を作り上げたいと思います。 

 個人的にも全体的にも、気のゆるみや積極性のたりないところなどまだまだ課題はたくさんありま

す。失敗は誰にでもありうることで、失敗をしても受け止めてくれる仲間がいます。そして、残り２

学期で９年間同じ時を過ごしてきたこの仲間たちと共に生活することはなくなります。だからこそ、

これからの時間を有意義にしていくために、最後まで自分たちらしく明るく、楽しく駆け抜けること

ができるように残りの中学校生活を充実したものにしていきます。 

                        令和５年８月２９日 ３年１組 福田 日向 

  


